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1. 概要 

 本資料は，「実用発電用原子炉及びその附属施設の技

術基準に関する規則」（以下「技術基準規則」という。）

第 26 条及び第 69 条第 1項並びにそれらの「実用発電用

原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則の解

釈」（以下「解釈」という。）に基づき，使用済燃料貯蔵

槽（以下「使用済燃料貯蔵プール」という。）の水深によ

る放射線の遮蔽能力について説明するものである。 

 

 なお，通常運転時における水深の遮蔽能力に関して

は，技術基準規則の要求事項に変更がないため，今回の

申請において変更は行わない。 

 

 今回は，重大事故に至るおそれがある事故として，使

用済燃料貯蔵プールからの水の漏えいその他の要因に

より当該使用済燃料貯蔵プールの水位が低下した場合

における放射線の遮蔽能力に関し，使用済燃料貯蔵プー

ル周辺の線量率が目安とする線量率（10mSv/h）＊以下を

満足できることを説明するものである。 

 

注記＊：原子炉建屋最上階で実施する可能性のある，使

用済燃料貯蔵プールの近傍にある燃料プール

冷却浄化系の手動弁の閉操作（サイフォン現象

による使用済燃料貯蔵プール水の漏えい発生

時に，原子炉建屋 2階の弁 G41-F017（燃料プー

ル冷却浄化系使用済燃料貯蔵プール入口弁）に

よる隔離操作が期待できない場合に実施）又は

可搬型スプレイヘッダ及びホースの設置作業

であっても 1 時間を超える長時間の操作とは

ならず，事象発生時に原子炉建屋最上階にいる

一般作業員の退避についても 1 時間以内で実

施可能であることから，目安とする線量率は，

緊急作業時の被ばく限度（100mSv）に対して余

裕のある値である 10mSv/h とした。 

 

1. 概要 

本資料は，「実用発電用原子炉及びその附属施設の技

術基準に関する規則」（以下「技術基準規則」という。）

第 26 条及び第 69 条第 1項並びにそれらの「実用発電用

原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則の解

釈」（以下「解釈」という。）に基づき，使用済燃料貯蔵

槽（以下「使用済燃料貯蔵プール」という。）の水深によ

る放射線の遮蔽能力について説明するものである。 

 

なお，通常運転時における水深の遮蔽能力に関して

は，技術基準規則の要求事項に変更がないため，今回の

申請において変更は行わない。 

 

今回は，重大事故に至るおそれがある事故として，使

用済燃料貯蔵プールからの水の漏えいその他の要因に

より当該使用済燃料貯蔵プールの水位が低下した場合

における放射線の遮蔽能力に関し，使用済燃料貯蔵プー

ル周辺の線量率が目安とする線量率（10mSv/h）＊以下を

満足できることを説明するものである。 

 

注記＊：原子炉建屋最上階で実施する可能性のある，使

用済燃料貯蔵プールの近傍にある燃料プール

冷却浄化系の手動弁の閉操作（サイフォン現象

による使用済燃料貯蔵プール水の漏えい発生

時に，原子炉建屋 2階の弁 G41-F016（燃料プー

ル冷却浄化系使用済燃料貯蔵プール入口弁）に

よる隔離操作が期待できない場合に実施）又は

可搬型スプレイヘッダ及びホースの設置作業

であっても 1 時間を超える長時間の操作とは

ならず，事象発生時に原子炉建屋最上階にいる

一般作業員の退避についても 1 時間以内で実

施可能であることから，目安とする線量率は，

緊急作業時の被ばく限度（100mSv）に対して余

裕のある値である 10mSv/h とした。 

 

・差異なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・プラント固有条件の差異（弁番号の差異） 

 

 

 

  

 

 

 

2. 基本方針 

 技術基準規則第 69 条第 1 項及びその解釈に基づき，

使用済燃料貯蔵プールに接続する配管の損傷によるサ

イフォン現象及び使用済燃料貯蔵プール水の蒸発によ

る水位低下を考慮しても，緊急作業時における使用済燃

料貯蔵プール周辺の目安とする線量率（10mSv/h）以下

を満足するために，使用済燃料貯蔵プール水位は，使用

済燃料貯蔵プール内の使用済燃料及び使用済制御棒か

らの放射線の遮蔽に必要となる水位高さ以上を維持で
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きる設計とする。 

 

 また，使用済燃料貯蔵プール水の漏えい発生に対し，

運転員の現場での弁操作による漏えい箇所の隔離操作

により漏えいを停止する手段及びサイフォンブレーク

孔による漏えい停止手段，並びに燃料プール代替注水系

（可搬型スプレイヘッダ又は常設スプレイヘッダを使

用した使用済燃料貯蔵プールへの注水）による使用済燃

料貯蔵プールへの注水手段を設ける設計とする。 

 

 サイフォンブレーク孔は，「実用発電用原子炉に係る

使用済燃料貯蔵槽における燃料損傷防止対策の有効性

評価に関する審査ガイド」を参考に，耐震性も含めて機

器，弁類等の故障及び誤操作等によりその機能を喪失す

ることのない設計とする。 

 

 なお，本説明書においては，サイフォンブレーク孔の

効果は期待せず，現場での漏えい箇所の隔離操作による

漏えいの停止を想定する。 
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【島根との差異】 

・プラント固有条件の差異（6号機についてはサイフォ
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3. 使用済燃料貯蔵プールにおける水遮蔽の評価 

 使用済燃料貯蔵プール内の使用済燃料及び使用済制

御棒を線源とし，使用済燃料貯蔵プール周辺の線量率が

目安とする線量率（10mSv/h）以下を満足するために必

要な水遮蔽厚を算定し，漏えい停止後の最低水位と比較

し評価する。 

 

3.1 評価条件 

3.1.1 使用済燃料の評価条件 

(1) 使用済燃料からの線量率の計算においては貯蔵容

量分（3444 体）の使用済燃料貯蔵を想定する。 

 

(2) 使用済燃料貯蔵プールの水温は 100℃とし，水の

密度は 0.958g/cm3＊とする。 

 

(3) 使用済燃料は使用済燃料有効部（約 9.2m×約

12.7m×約 3.7m）を線源とする。燃料有効部以外の燃料

集合体構造部材による遮蔽効果は考慮せず，遮蔽能力が

構造部材より小さい水とみなす。 

 

(4) 使用済燃料貯蔵ラックによる遮蔽効果は考慮せ

ず，ラック材料よりも遮蔽効果の小さい水とみなす。 

 

3.1.2 使用済制御棒の評価条件 

(1) 使用済制御棒からの線量率計算においては制御棒

貯蔵ハンガのすべてに使用済制御棒が貯蔵された状態

を想定する。 
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・プラント固有条件の差異（貯蔵容量分の差異） 
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・プラント固有条件の差異（使用済燃料有効部の大き

さの差異） 
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(2) 使用済燃料貯蔵プールの水温は 100℃とし，水の

密度は 0.958g/cm3＊とする。 

 

(3) 使用済制御棒は実際の制御棒貯蔵ハンガの配置と

面積を包絡するような直方体線源とする。使用済制御棒

は，遮蔽能力が構造部材より小さい水とみなす。 

 

 

(4) 制御棒貯蔵ハンガによる遮蔽効果は考慮せず，ハ

ンガ材料よりも遮蔽効果の小さい水とみなす。 

 

注記＊：「1999 蒸気表」（日本機械学会） 
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面積を包絡するような直方体線源とする。使用済制御棒

の密度は自己遮蔽効果を保守的に評価するため，遮蔽能
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・記載の充実化（6 号機は先行プラント審査実績を反映

し，使用済制御棒の自己遮蔽効果に関する説明を追記し

た） 
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4. 線源 

4.1 使用済燃料の線源強度 

4.1.1 評価方法 

 使用済燃料の線源強度は，ＯＲＩＧＥＮ２コード*を

使用する。 

 

 ＯＲＩＧＥＮ２では，反応断面積，照射期間及び冷却

期間，比出力並びに燃料の物質組成等を入力することで

使用済燃料の線源強度を計算する。なお，評価に用いる

ＯＲＩＧＥＮ２の検証，妥当性評価については，別紙 1

「計算機プログラム（解析コード）の概要」に示す。 

 

注記＊：A.G.Croff,”A User’s Manual for the ORIGEN2 

Computer code”,ORNL/TM-7175, Oak Ridge National 

Laboratory,(1980) 

 

 

4.1.2 評価条件 

 使用済燃料の線源強度評価条件を表 4－1 に示す。 

 

表 4－1 使用済燃料の線源強度評価条件 
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4.1.3 評価結果 

 以上の条件に基づき評価した使用済燃料の線源強度

を表 4－2 に示す。 

 

表 4－2 使用済燃料の線源強度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 使用済制御棒の線源強度 

4.2.1 評価方法 

(1) 制御棒の線源強度は，ＯＲＩＧＥＮ２コード*を使

用する。 

 ＯＲＩＧＥＮ２では，反応断面積，照射期間及び冷却

期間，照射の中性子フラックス並びに被照射材料（制御

棒）の物質組成を入力することで中性子による放射化放

射能を計算する。なお，評価に用いるＯＲＩＧＥＮ２の

検証，妥当性評価については，別紙 1「計算機プログラ

ム（解析コード）の概要」に示す。 

 

(2) 各制御棒（Ｈｆ，Ｂ４Ｃ）の単位体積当たりの線源

強度は，各々制御棒を上部，中間部，下部の 3 領域に分

割し算出する。 

 

(3) 制御棒は，タイプ（Ｈｆ，Ｂ４Ｃ）別に冷却期間の

異なる制御棒が混在するため，貯蔵制御棒全体の放射能

を保存して線源体積で加重平均（均質化）した線源強度

を設定する。 

 

注記＊：A.G.Croff,”A User’s Manual for the ORIGEN2 

Computer code”,ORNL/TM-7175, Oak Ridge National 

Laboratory,(1980) 

 

4.1.3 評価結果 

以上の条件に基づき評価した使用済燃料の線源強度

を表 4－2 に示す。 

 

表 4－2 使用済燃料の線源強度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 使用済制御棒の線源強度 

4.2.1 評価方法 

(1) 制御棒の線源強度は，ＯＲＩＧＥＮ２コード*を使

用する。 

 ＯＲＩＧＥＮ２では，反応断面積，照射期間及び冷却

期間，照射の中性子フラックス並びに被照射材料（制御

棒）の物質組成を入力することで中性子による放射化放

射能を計算する。なお，評価に用いるＯＲＩＧＥＮ２の

検証，妥当性評価については，別紙 1「計算機プログラ

ム（解析コード）の概要」に示す。 

 

(2) 各制御棒（Ｈｆ，Ｂ４Ｃ）の単位体積当たりの線源

強度は，各々制御棒を上部，中間部，下部の 3 領域に分

割し算出する。 

 

(3) 制御棒は，タイプ（Ｈｆ，Ｂ４Ｃ）別に冷却期間の

異なる制御棒が混在するため，貯蔵制御棒全体の放射能

を保存して線源体積で加重平均（均質化）した線源強度

を設定する。 

 

注記＊：A.G.Croff,”A User’s Manual for the ORIGEN2 

Computer code”,ORNL/TM-7175, Oak Ridge National 

Laboratory,(1980) 
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4.2.2 評価条件 

 使用済制御棒の線源強度評価条件を表 4－3 に，使用

済制御棒のタイプ別，冷却期間別の貯蔵本数を表 4-4 に

示す。 

 

表 4－3 使用済制御棒の線源強度評価条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4－4 使用済制御棒のタイプ別， 

冷却期間別の貯蔵本数* 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注記＊：実際に制御棒貯蔵ハンガに取り出されている保

管本数を考慮し，空き容量分は平均的な取替本

数 19 本が定期検査毎に取り出される想定とし，

14 カ月運転＋70 日定検を繰り返すものとした。

最後の取替は保守的に原子炉停止後の全炉心燃

料の取出し期間と同じ 10 日で制御棒取替とし

た。また，評価条件上 10 定期検査以上前の取替

分は，保守的に全て 10 定期検査前取替とした。 

 

 

 

 

 

 

 

4.2.2 評価条件 

 使用済制御棒の線源強度評価条件を表 4－3 に，使用

済制御棒のタイプ別，冷却期間別の貯蔵本数を表 4-4 に

示す。 

 

表 4－3 使用済制御棒の線源強度評価条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4－4 使用済制御棒のタイプ別， 

冷却期間別の貯蔵本数*1，*2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注記＊1：実際に制御棒貯蔵ハンガに取り出されている

保管本数を考慮し，空き容量分は平均的な取

替本数 19 本が定期検査毎に取り出される想

定とし，14 カ月運転＋70 日定検を繰り返すも

のとした。最後の取替は保守的に原子炉停止

後の全炉心燃料の取出し期間と同じ 10 日で

制御棒取替とした。また，評価条件上 10 定期

検査以上前の取替分は，保守的に全て 10 定期

検査前取替とした。 

＊2：7号機の保管本数を考慮した貯蔵本数を示す。

制御棒貯蔵ハンガの空き容量が 7 号機の方が

6号機よりも多く，保守的な想定となるため 7

号機に保管される使用済制御棒の本数を基に

想定した保管本数を評価に用いる。 
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・評価条件の差異（保守的に 7号機の評価条件を適用し

た記載） 

 

 

 

 

 



 

6 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

青字：柏崎刈羽原子力発電所第 6号機と柏崎刈羽原子力発電所第 7号機との差異 

赤字：柏崎刈羽原子力発電所第 6号機と島根原子力発電所第 2 号機との差異 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7 号機 柏崎刈羽原子力発電所 第6号機 柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機との比較 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2.3 評価結果 

 以上の条件に基づき評価した使用済制御棒の線源強

度を表 4－5 に示す。 

 

表 4－5 使用済制御棒の線源強度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2.3 評価結果 

以上の条件に基づき評価した使用済制御棒の線源強

度を表 4－5 に示す。 

 

表 4－5 使用済制御棒の線源強度 
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5. 遮蔽計算 

5.1 計算方法 

 使用済燃料貯蔵プール水深の遮蔽の計算は，使用済燃

料貯蔵プールの近傍にあり操作の可能性のある燃料プ

ール冷却浄化系の手動弁の設置箇所を想定した点につ

いて行う。 

 

 遮蔽計算には，点減衰核積分法コードＱＡＤ－ＣＧＧ

Ｐ２Ｒ＊を用いる。なお，評価に用いる解析コードＱＡ

Ｄ－ＣＧＧＰ２Ｒの検証，妥当性評価については，別紙

2「計算機プログラム（解析コード）の概要」に示す。 

 

 

 計算機コードの主な入力条件は以下の項目である。 

・線源強度 

・遮蔽厚さ(使用済燃料貯蔵プール水深) 

・線源からの距離 

・線源のエネルギ 

・線源となる使用済燃料及び使用済制御棒の形状 

・遮蔽体の物質の指定 

 

注記＊：RIST NEWS No.33「実効線量評価のための遮

蔽計算の現状」2002.3.31，高度情報科学技術研究機構 

 

5.2 線量率計算 

 線量率の計算は，5.1 項に示した入力条件を計算機コ

5. 遮蔽計算 

5.1 計算方法 

 使用済燃料貯蔵プール水深の遮蔽の計算は，使用済燃

料貯蔵プールの近傍にあり操作の可能性のある燃料プ

ール冷却浄化系の手動弁の設置箇所を想定した点につ

いて行う。 

 

 遮蔽計算には，点減衰核積分法コードＱＡＤ－ＣＧＧ

Ｐ２Ｒ＊を用いる。なお，評価に用いる解析コードＱＡ

Ｄ－ＣＧＧＰ２Ｒの検証，妥当性評価については，別紙

2「計算機プログラム（解析コード）の概要」に示す。 

 

 

 計算機コードの主な入力条件は以下の項目である。 

・線源強度 

・遮蔽厚さ(使用済燃料貯蔵プール水深) 

・線源からの距離 

・線源のエネルギ 

・線源となる使用済燃料及び使用済制御棒の形状 

・遮蔽体の物質の指定 

 

注記＊：RIST NEWS No.33「実効線量評価のための遮

蔽計算の現状」2002.3.31，高度情報科学技術研究機構 

 

5.2 線量率計算 

 線量率の計算は，5.1 項に示した入力条件を計算機コ
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ードに入力して行う。 

 

5.2.1 計算モデル 

 使用済燃料貯蔵プールの計算モデル図を図 5－1 及び

図 5－2 に示す。線量率計算では，評価点を線源となる

機器の中心軸上に設定し，線量率が最大となる位置につ

いて線量率を算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注記＊1：Ｔは遮蔽水位の高さを示す（単位：m）。また，

単位のない数値は mを示す。 

＊2：評価モデルの使用済燃料の密度は，使用済燃

料の密度及び水の密度を基に，使用済燃料及

び水の体積比から算出している（体積中に含

まれる使用済燃料以外の構造材は保守的に密

度の小さい水としている）。 

 

図 5－1 使用済燃料貯蔵プールの計算モデル図 

（使用済燃料) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ードに入力して行う。 

 

5.2.1 計算モデル 

 使用済燃料貯蔵プールの計算モデル図を図 5－1 及び

図 5－2 に示す。線量率計算では，評価点を線源となる

機器の中心軸上に設定し，線量率が最大となる位置につ

いて線量率を算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注記＊1：Ｔは遮蔽水位の高さを示す（単位：m）。また，

単位のない数値は mを示す。 

＊2：評価モデルの使用済燃料の密度は，使用済燃

料の密度及び水の密度を基に，使用済燃料及

び水の体積比から算出している（体積中に含

まれる使用済燃料以外の構造材は保守的に密

度の小さい水としている）。 

 

図 5－1 使用済燃料貯蔵プールの計算モデル図 

（使用済燃料) 
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・プラント固有条件の差異（使用済燃料有効部の大きさ

の差異） 
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注記＊：Ｔは遮蔽水位の高さを示す（単位：m）。 

また，単位のない数値は m を示す。 

 

図 5－2 使用済燃料貯蔵プールの計算モデル図 

（使用済制御棒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注記＊：Ｔは遮蔽水位の高さを示す（単位：m）。 

また，単位のない数値は m を示す。 

 

図 5－2 使用済燃料貯蔵プールの計算モデル図 

（使用済制御棒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・プラント固有条件の差異（線源の大きさの差異） 
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5.2.2 計算結果 

(1) 線量率の計算結果 

使用済燃料貯蔵プールの水遮蔽厚と線量率との関係

の計算結果を図 5－3 に示す。 

図 5－3 より，使用済燃料貯蔵プール周辺の線量率を

目安とする線量率以下とする放射線遮蔽の維持に必要

な水遮蔽厚（線量率が 10mSv/h 相当となる水遮蔽厚）は，

約 4.9m となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5－3 使用済燃料貯蔵プールの水遮蔽厚と線量率 

 

(2) 使用済燃料貯蔵プールにおける必要遮蔽厚確保の

評価 

 (1)で求めた使用済燃料貯蔵プールの水遮蔽厚と使用

済燃料貯蔵プール水の漏えい及び蒸発発生時の最低水

位を図 5－4 に示す。使用済燃料貯蔵プール水の漏えい

及び蒸発発生時の最低水位は，弁 G41-F017（燃料プール

冷却浄化系使用済燃料貯蔵プール入口弁）の閉操作によ

る使用済燃料貯蔵プールからの漏えい隔離後（事象発生

から 150 分後）に燃料プール代替注水系にて注水開始す

るまでに蒸発による水位低下を考慮した水位となる。 

 

 

 使用済燃料貯蔵プール周辺の線量率が，目安とする線

量率（10mSv/h）以下となる水遮蔽厚は，(1)の結果から
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の計算結果を図 5－3 に示す。 
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な水遮蔽厚（線量率が 10mSv/h 相当となる水遮蔽厚）は，

約 4.9m となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5－3 使用済燃料貯蔵プールの水遮蔽厚と線量率 
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冷却浄化系使用済燃料貯蔵プール入口弁）の閉操作によ

る使用済燃料貯蔵プールからの漏えい隔離後（事象発生

から 150 分後）に燃料プール代替注水系にて注水開始す

るまでに蒸発による水位低下を考慮した水位となる。 
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量率（10mSv/h）以下となる水遮蔽厚は，(1)の結果から
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・評価結果の差異 
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約 4.9m 以上であり，通常運転水位からの水位低下は約

2.1m となる。使用済燃料貯蔵プール水の漏えい及び蒸

発発生時の水位低下は，想定事故 2に係る有効性評価解

析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において確

認しているとおり，通常運転水位から約 1.2m 下まで低

下するに留まり，遮蔽に必要な水遮蔽厚を維持し，技術

基準規則第 69 条第 1 項及びその解釈の要求を満足する

設計となっている。 

 

 また，サイフォンブレーク孔による漏えい停止を考慮

した場合は，現場での漏えい箇所の隔離操作完了より前

に漏えいが停止するため水位低下は小さくなる。 

 

 なお，使用済燃料貯蔵プールの水位低下位置から蒸発

により必要水遮蔽厚以下まで水位低下する期間は，1日

程度要するため，必要水遮蔽厚以下に低下するより前に

燃料プール代替注水系により注水し，水位の回復が可能

である。また，図 5－4に示す各数値は以下となる。 

 

 

 

・有効燃料棒頂部から目安とする線量率（10mSv/h）以

下となる水位までの水深：約 4.9m 

・目安とする線量率（10mSv/h）以下となる水位から通

常運転水位までの水深：約 2.1m 

・燃料集合体頂部から通常運転水位までの水深：約 7.0m 

・使用済燃料貯蔵プール水の漏えい及び蒸発発生時の

通常運転水位からの水位低下：約 1.2m 
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6. 使用済燃料貯蔵プールサイフォンブレーク孔の詳

細設計方針 

 使用済燃料貯蔵プールサイフォンブレーク孔につい

ては，重大事故等時においても閉塞が発生せずその効果

を発揮できるよう，以下のとおり設計する。 

 

6.1 配管強度への影響について 

 ディフューザ配管は，発電用原子力設備規格（設計・

建設規格（2005 年度版（2007 年追補版含む。））ＪＳＭ

Ｅ Ｓ ＮＣ１－2005/2007）（日本機械学会 2007 年 9

月）におけるクラス３配管に該当する。クラス３配管へ

の穴補強の適用の条件は PPD-3422 より，「(1)平板以外

の管に設ける穴であって，穴の径が 61mm 以下で，かつ，

管の内径の４分の１以下の穴を設ける場合」に該当する

ことから，穴の補強が不要と規定されており，サイフォ

ンブレーク孔設置がディフューザ配管強度へ影響を与

えない設計とする。 

 

 

 また，当該配管は基準地震動に対して十分な耐震性を

有する設計とする。 
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6.2 人的要因による機能阻害について 

 サイフォンブレーク孔は，操作や作動機構を有さない

開口部のみであり，誤操作や故障により機能喪失しない

設計とする。そのため，使用済燃料貯蔵プールの保有水

のサイフォン現象による漏えいが発生した場合におい

ても，操作や作業を実施することなく，サイフォンブレ
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ーク孔レベルまで水位低下すれば自動的にサイフォン

現象を止めることができる設計とする。 

 

6.3 異物による閉塞について 

 使用済燃料貯蔵プールは燃料プール冷却浄化系の「ス

キマサージタンク」及び「ろ過脱塩器」により，以下の

不純物を除去し水質基準を満足する設計となっており，

不純物によるサイフォンブレーク孔の閉塞を防止する

設計とする。 

 

・使用済燃料貯蔵プール水面上の空気中からの混入物 

・使用済燃料貯蔵プールに貯蔵される燃料及び機器表

面に付着した不純物 

・燃料交換時に炉心から出る腐食生成物と核分裂生成

物 

・燃料交換作業，その他の作業の際の混入物 

・使用済燃料貯蔵プール洗浄後の残留化学洗浄液又は

フラッシング水 

 

6.4 落下物干渉による変形 

 サイフォンブレーク孔は，配管鉛直部に設けることで

落下物が直接干渉しにくい設計とする。 
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